
喜
劇
ぐ
」
　
妄
想

（
承
前
）

今
　
村
　
　
新
　
吉

四
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之
か
ら
喜
劇
ご
妄
想
ビ
の
魑
別
を
致
し
ま
し
や
う
普
通
表
面
上
の
観
察
で
は
判
断
、
虚
決
に
當

て
敏
黙
あ
る
上
か
ら
は
双
方
共
同
じ
様
で
す
が
】
歩
進
ん
で
考
へ
ま
す
ご
大
分
双
方
閥
に
相
違

が
あ
る
ご
云
は
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
喜
劇
で
あ
り
ま
す
ご
人
物
が
輕
卒
で
あ
る
こ
か
、
一
定
の
鞘
組
が
特
別
に
螢
達
し
て
る
ざ
か
“

笑
の
臨
海
ご
な
る
の
で
す
が
愈
々
之
が
吾
々
に
可
笑
昧
を
與
へ
る
に
侭
正
規
的
精
強
の
存
在
こ

い
ふ
事
が
必
要
條
件
で
あ
る
ご
思
ひ
ま
す
然
る
に
此
に
論
じ
や
う
ご
す
る
妄
想
で
は
外
見
的
飲

脇
が
あ
る
ぜ
い
，
潮
計
り
で
な
く
假
令
一
定
の
戚
情
が
病
的
に
充
而
し
て
る
に
せ
よ
其
人
格
が
弗

　
　
　
　
窪
劇
定
妄
想
（
承
前
）
」
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



　
　
　
　
　
響
學
班
究
弗
五
拾
九
號
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
二

脚
透
徹
性
で
あ
る
ε
い
ふ
事
が
特
徴
で
あ
り
ま
す
、
叢
で
グ
オ
ド
ー
ル
、
リ
ソ
プ
ス
の
語
を
適
用
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
フ
ユ
　
ル
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
イ

　
し
て
喜
劇
に
審
美
酌
儂
値
を
輿
へ
る
に
は
、
憐
情
移
入
の
存
在
が
必
須
だ
ご
潔
し
願
い
．
で
す
ベ
ル

　
グ
ツ
ソ
の
「
笑
の
研
究
」
中
に
同
氏
」
が
興
、
味
を
畳
え
た
も
の
、
一
ご
し
て
未
だ
喜
劇
ご
い
ふ
程
に
は

　
登
達
し
て
居
ら
な
い
「
ポ
ン
チ
」
藝
に
就
て
記
載
し
て
居
り
ま
す
夫
れ
は
舞
憂
の
爾
方
か
ら
各
一
人

　
の
ポ
ン
チ
が
幽
ま
し
て
デ
ン
グ
ソ
返
り
を
打
て
球
．
の
襟
に
轄
が
り
な
が
ら
互
に
相
接
近
し
て
行

　
く
の
で
す
が
其
際
デ
ソ
グ
ソ
返
り
の
拍
子
を
段
々
蓮
め
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
同
氏
の
説
で
は
此
藝
が
入
を
笑
は
す
の
は
醜
笠
い
ふ
爲
で
は
な
く
し
て
硬
い
ご
云
ふ
事
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
る
硬
い
と
い
ふ
の
は
器
械
的
の
も
の
で
人
聞
進
，
歩
の
行
止
ま
り
の
意
味
で
あ
る
ビ
い
ふ
の
で
す

　
私
の
思
ひ
ま
す
に
は
今
嫁
し
た
．
ポ
ン
チ
の
暴
露
が
可
笑
し
い
の
は
之
を
演
ず
る
も
の
が
器
械
化

　
し
た
ε
思
は
せ
る
慮
に
あ
る
の
で
し
て
球
の
轄
げ
た
の
が
面
白
い
の
で
な
く
入
間
で
あ
り
な
が

　
ら
球
に
化
け
得
る
事
が
人
を
笑
は
し
な
が
ら
興
昧
を
輿
へ
る
の
で
あ
ら
ふ
ご
考
へ
ま
す
而
し
て

　
其
人
間
の
球
で
あ
る
こ
い
ふ
事
を
見
せ
る
必
要
か
ら
其
墨
壷
速
度
を
段
々
伽
へ
て
行
く
の
で
し

　
や
う
○

　
　
又
我
輩
の
能
狂
言
が
吾
々
に
興
味
を
詠
え
さ
す
る
の
は
矢
張
、
量
販
移
入
を
巧
に
科
用
し
て
る

・
か
ら
で
あ
っ
て
此
狂
言
な
る
も
の
を
分
析
致
し
ま
す
れ
ば
其
狙
所
は
色
々
あ
わ
ま
し
ゃ
う
が
、
此



鵬
、

所
に
畷
遷
す
べ
き
も
の
、
脚
色
を
先
づ
二
種
．
に
大
別
す
る
事
が
出
家
る
か
ご
思
ひ
ま
す
其
一
は

シ
テ
劉
が
お
互
に
自
他
の
餓
黙
を
よ
く
知
て
居
て
叉
互
に
相
手
に
も
自
分
の
敏
黙
が
分
て
る

も
の
だ
ビ
い
ふ
事
を
も
知
て
居
る
が
双
方
が
相
手
の
駅
馬
に
附
記
ま
う
ε
す
る
計
b
で
初
は
双

方
典
座
手
の
賢
的
に
は
心
付
か
す
に
居
る
の
で
あ
る
が
遽
に
其
素
振
か
ら
相
手
の
意
志
・
を
察
す

る
に
到
り
ま
す
が
不
知
不
識
の
裸
に
覆
分
に
あ
る
歓
黙
は
相
手
に
は
な
い
も
の
で
．
あ
る
ε
い
ふ

事
の
注
意
が
な
く
な
る
鴬
各
自
分
の
所
作
は
相
手
よ
り
観
破
さ
れ
ま
し
て
最
後
に
シ
タ
の
計
叢

が
唖
嘱
し
て
摩
る
機
の
仕
紐
で
あ
り
ま
す
此
纏
の
も
の
で
は
登
場
入
物
問
の
戚
情
移
入
は
時
々

田
没
し
見
物
は
初
よ
り
之
あ
る
が
鴬
双
方
共
充
分
に
有
し
て
る
べ
き
筈
の
威
情
移
入
が
延
享
串

没
す
二
⇔
の
を
兄
て
可
笑
昧
を
威
す
る
の
で
あ
り
ま
す
・
例
へ
ば
「
不
乱
座
頭
」
の
如
き
も
の
で
す
他
の

一
種
は
シ
・
7
名
士
の
爾
入
間
に
は
戚
情
移
入
ご
い
ふ
事
は
て
ん
ε
な
く
し
て
己
れ
の
事
は
人
が

知
ら
な
い
ご
勝
，
手
の
濁
極
か
ら
色
々
の
仕
業
を
蒸
し
居
る
が
塗
に
は
其
爲
に
尻
尾
を
逡
す
に
至

て
初
め
て
自
分
に
其
映
黙
あ
っ
た
事
に
氣
赫
・
く
の
で
此
種
で
は
見
物
の
み
シ
ラ
ア
拳
に
揚
す
る

戚
情
移
入
の
あ
る
事
は
勿
論
で
は
め
る
が
、
登
場
人
物
問
に
は
之
な
き
爲
可
笑
し
惑
を
戚
癒
し
め

て
る
が
最
後
の
落
に
な
り
て
初
め
て
當
事
者
が
之
な
か
っ
た
事
に
氣
赫
く
に
到
て
釜
々
見
物
の

興
味
を
完
成
ざ
す
襟
に
仕
悩
ま
れ
て
あ
り
ま
す
嚢
灘
し
の
動
き
は
其
一
例
だ
ε
思
ひ
ま
す
、
帥
ち
何

　
　
　
　
霧
翻
定
妾
想
（
承
前
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



　
　
　
　
　
糎
箪
研
究
　
第
五
捨
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
p
　
　
四

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

1
2
・
れ
の
種
に
於
て
も
幽
艶
移
入
な
る
事
の
利
用
さ
れ
て
な
い
も
の
臓
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
べ
μ
グ
ソ
ソ
の
笑
の
研
究
中
で
前
に
掲
げ
ま
し
た
モ
リ
エ
ー
ル
の
吝
畜
畑
中
の
ア
ル
パ
ゴ
ン

　
を
評
し
て
同
人
が
若
し
吝
畜
の
爲
入
か
ち
笑
は
れ
る
の
を
知
・
た
な
ら
改
心
す
る
ご
は
云
は
ん
が

　
之
を
告
示
す
る
形
式
を
攣
更
し
た
で
あ
ら
う
・
ε
い
ふ
て
る
の
を
見
ま
し
て
も
ア
ル
バ
ゴ
ン
な
る

　
人
物
は
其
性
癖
に
駆
ら
れ
て
、
夢
中
に
な
っ
て
だ
爲
元
來
あ
み
筈
の
威
情
移
入
が
其
時
丈
一
寸
歴

　
さ
へ
付
け
ら
れ
て
居
た
ビ
い
ふ
の
で
あ
っ
て
今
述
べ
ま
し
π
狂
言
に
就
て
の
分
析
ご
同
意
義
で

　
あ
ら
う
ビ
思
ひ
ま
す
異
常
に
甚
ご
い
性
癖
を
喜
劇
の
材
料
に
致
し
ま
す
に
し
て
も
夫
れ
は
ウ
エ

　
ル
ニ
ッ
ヶ
ー
の
所
謂
超
領
聡
慧
の
範
圃
に
署
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ビ
思
ひ
ま
す
。

　
　
シ
子
ル
ッ
は
所
謂
特
異
妄
想
な
る
も
の
は
「
人
間
に
出
來
喜
べ
き
」
の
標
準
を
歓
如
し
て
る
欝
に

　
來
て
る
の
だ
こ
し
て
る
が
夫
れ
が
爲
に
此
う
い
ふ
種
類
の
妄
想
に
は
蕾
に
弗
訂
正
性
が
あ
る
計

　
）
で
な
く
尚
弗
透
徹
性
の
存
す
る
も
の
で
人
は
人
己
れ
は
己
れ
ビ
取
極
め
て
居
る
帥
ち
ヲ
。
プ
ス

　
の
唱
萢
し
て
み
る
實
用
的
威
情
移
入
の
倣
け
て
る
爲
に
來
る
の
で
あ
っ
て
茄
鋏
陥
の
あ
為
事
が

　
特
徴
で
あ
り
ま
す
此
特
徴
を
持
て
る
妄
想
と
ウ
エ
ル
ニ
ッ
ヶ
1
の
所
謂
超
領
槻
念
ご
の
歴
別
は
後

　
章
で
病
例
に
就
て
詳
論
し
や
う
ご
思
ひ
ま
す
。

　
　
今
此
「
人
間
に
出
來
得
べ
き
」
ご
か
「
實
用
的
無
情
移
入
」
ご
か
い
ふ
事
を
生
物
學
的
見
地
か
ら
凱
察



　
・
し
て
見
や
う
ε
思
ひ
ま
す
近
時
ウ
ユ
ル
ッ
ブ
ル
グ
學
派
の
研
究
た
因
て
明
に
さ
れ
π
如
く
鋼
断
ご

　
意
志
出
撃
ぜ
は
根
本
を
岡
じ
う
し
て
る
も
の
だ
ご
認
め
る
に
至
た
の
で
す
か
ら
制
断
の
病
的
攣

　
化
も
行
動
の
病
的
野
守
も
同
幽
見
地
よ
り
槻
察
す
べ
き
も
の
だ
ら
う
ご
思
ひ
ま
す
そ
れ
で
叡
智

　
．
界
に
現
は
る
ム
弗
透
微
性
を
有
し
て
る
妄
想
に
類
似
の
事
が
野
蒜
病
者
の
翠
動
に
も
現
は
れ
て

　
居
る
か
ざ
う
か
ピ
い
ふ
事
を
調
べ
て
見
ま
す
ε
私
は
矢
張
あ
る
ご
思
ひ
ま
す
、
そ
れ
は
何
で
あ
る

　
か
と
い
、
ふ
と
襲
著
明
な
る
智
も
の
、
】
例
は
滋
化
郎
ち
フ
ァ
ク
セ
ン
ビ
イ
ル
ド
ク
ン
グ
で
あ
）
ま
し

　
て
之
は
人
が
批
評
し
や
う
が
爲
ま
い
が
、
見
て
居
標
が
居
ま
い
が
そ
ん
な
こ
ご
に
は
頓
着
せ
す
濁

　
り
で
頻
に
課
な
し
に
巫
山
戯
廻
る
の
で
す
、
此
の
如
章
も
の
を
槻
察
し
ま
す
ご
他
事
は
眼
中
に
な

　
い
墜
ち
弗
透
徹
性
の
あ
る
ご
い
ふ
事
が
明
自
に
見
ゆ
る
の
で
あ
）
ま
す
、
此
の
如
き
現
象
は
プ
ロ

　
イ
レ
ル
の
ア
ウ
チ
ス
ム
ス
ε
名
け
ま
し
た
自
家
億
城
こ
も
繹
す
べ
き
早
着
現
象
の
一
部
で
は
あ

　
り
ま
す
が
、
同
＝
題
す
る
事
は
出
來
ま
せ
ん
何
故
な
ら
ば
同
氏
は
實
．
在
に
無
頓
着
な
る
精
瀞
現
象

　
の
出
産
物
を
皆
此
耳
払
で
一
摺
し
て
居
り
ま
す
が
此
庭
で
は
只
人
間
双
瀬
野
の
諒
解
が
耀
け
て

　
る
爲
に
凍
る
も
の
、
み
を
云
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
で
あ
b
ま
す
か
ら
智
情
意
ε
涯
別
し
て
典
各
界
に
於
け
る
異
釈
を
聯
立
的
に
取
級
ふ
よ
り
も

鄭
何
れ
の
界
の
獲
化
に
し
ろ
之
に
通
有
な
る
特
徴
を
見
出
し
た
時
に
は
之
を
捕
「
捉
し
π
之
に
例
証

　
　
　
　
　
輿
劇
定
婁
惣
（
承
藩
）
　
　
　
　
　
噂
　
　
　
’
　
　
　
　
　
．
　
　
内
　
＼
　
　
　
　
　
　
五
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號
増
艦
Ψ
研
究
　
第
｝
甑
拾
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ

な
る
説
閉
を
輿
ふ
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
ご
考
へ
ま
す
。

　
私
は
此
弗
透
徹
性
を
具
有
す
る
妄
想
の
螢
生
原
嗣
は
一
方
面
生
物
學
的
本
能
の
薄
溺
乃
至
鋏

損
で
あ
る
ご
落
し
た
い
の
で
す
、
威
令
論
理
に
於
き
ま
し
て
は
庭
面
の
際
種
々
の
語
頭
に
一
定
の

寸
刻
を
附
し
ま
す
が
其
儂
値
は
共
箇
入
の
有
す
る
本
能
に
因
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
ア
ィ
ス
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

ル
も
「
叡
智
は
儂
値
の
創
造
者
な
あ
す
し
て
已
に
存
在
せ
る
債
値
を
知
ら
し
む
る
の
み
而
し
て
其

債
値
な
る
も
の
は
根
源
に
於
て
は
生
物
霊
的
な
り
」
ビ
申
し
て
居
り
ま
す
○
・

　
而
し
て
春
画
精
紳
病
者
の
．
異
歌
行
動
を
戚
情
障
瞬
に
漉
く
も
の
ご
し
て
論
じ
て
は
居
り
ま
す

が
労
れ
に
は
戚
情
を
ば
只
劣
等
及
高
等
の
二
種
に
大
別
し
ま
し
て
審
美
道
徳
等
に
間
す
る
高
等

漏
話
の
消
失
す
る
際
で
も
、
食
慾
、
色
慾
等
の
如
き
訳
義
的
快
不
快
仁
話
す
る
劣
等
威
情
の
減
退
は

流
し
も
之
に
件
は
な
い
の
み
か
時
に
は
反
て
⊥
片
忌
す
る
事
が
あ
る
の
は
周
知
の
事
で
す
が
一
定

本
能
の
変
溺
か
ら
普
通
ご
異
り
た
る
戚
情
分
配
を
補
す
爲
に
行
鋤
に
鍵
化
を
及
す
事
に
論
及
し

．
て
る
も
の
ご
し
て
は
只
生
殖
異
常
に
思
し
て
の
も
の
に
散
見
す
る
外
に
は
徐
b
な
い
様
で
す
か

ら
今
私
は
此
篇
に
於
き
ま
し
て
本
能
に
諒
す
る
戚
情
の
濁
立
言
脆
失
か
ら
も
特
有
の
障
磯
を
起

し
得
る
事
を
説
か
う
ご
思
ふ
の
で
す
が
解
り
易
い
爲
に
先
づ
二
品
を
掲
げ
ま
し
や
う
、
　
・

　
患
満
ハ
三
＋
八
歳
ノ
婦
入
ニ
シ
テ
＋
八
歳
ト
＋
一
歳
ト
ノ
ニ
男
子
ヲ
有
シ
夫
婦
聞
睦
マ
拡
ク
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シ
テ
自
ラ
バ
某
會
赴
ノ
女
工
ト
ナ
ジ
家
計
ノ
一
部
ヲ
扶
ヶ
シ
が
大
正
七
年
春
寒
冒
二
罹
ソ
退

職
セ
シ
モ
夫
及
長
男
ハ
某
電
氣
會
枇
二
在
勤
シ
相
嘗
ノ
墨
入
ア
ン
タ
レ
バ
其
生
活
二
不
自
山

ヲ
戚
ぜ
ズ
而
シ
テ
患
者
ハ
一
性
玉
戸
ナ
ジ
シ
が
此
▼
爾
ハ
ヨ
フ
殊
〔
二
一
夢
解
ノ
船
外
作
二
瀬
ク
根
氣
ヲ
出
く

ヒ
決
断
難
ク
…
嵌
令
一
採
決
臨
剛
ス
ル
ト
錐
モ
又
忽
チ
曲
松
臨
揺
ヲ
來
シ
追
想
困
難
ヲ
畳
へ
善
忘
ノ
戚

ア
ソ
且
ッ
歯
黒
ノ
コ
ト
自
然
二
念
頭
山
陽
ビ
田
デ
・
常
二
之
ヲ
思
ヒ
諾
メ
、
日
々
ノ
家
事
ノ
庭

理
モ
容
易
ナ
ラ
ズ
、
人
ト
出
面
ス
ル
ヲ
厭
フ
ノ
ミ
「
ナ
ラ
ズ
盟
・
二
人
ヨ
翌
見
ラ
川
・
コ
ト
ス
ラ
好

マ
ズ
シ
・
グ
夏
期
…
二
於
ラ
モ
ぬ
凹
一
戸
曲
げ
子
閉
ヅ
常
住
座
【
臥
己
レ
ノ
壁
画
能
ヲ
悔
ミ
、
激
息
問
ハ
伽
憾
怠
ノ
威

ア
リ
ク
眠
ヲ
催
ス
モ
愚
問
ハ
反
ク
睡
成
ソ
難
シ
、
此
間
二
彪
シ
テ
侮
苦
痛
ヲ
怨
ビ
躍
常
ノ
炊
事
、

洗
一
禰
從
等
ニ
ハ
從
山
學
シ
居
タ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
即
チ
此
患
者
ハ
幽
静
轡
藍
鼠
「
ヨ
ジ
姫
連
調
甥
及
田
僧
考
ノ
抑
止
ヲ
襲
シ
泳
吟
断
困
難
ヲ
曲
覚
へ
悲
山
辰
戚
幡
…
ハ

著
明
ナ
ラ
ザ
ル
モ
鼠
紙
ト
ナ
リ
テ
憂
馨
症
二
惜
メ
ル
モ
ノ
ナ
ル
が
一
日
其
次
男
ヲ
紋
殺
ス
ル

ニ
至
フ
タ
ソ
抑
モ
此
■
児
ハ
甚
不
柔
順
ニ
シ
ヲ
長
上
、
ノ
言
ヲ
用
ヰ
ズ
他
兇
ヲ
虐
ゲ
曾
プ
爲
二
賠

償
セ
シ
コ
ト
ァ
ソ
此
ノ
如
キ
ヲ
以
グ
患
者
ハ
此
兇
ヲ
悪
ム
ノ
図
説
ヅ
ル
コ
．
ト
ア
ル
モ
又
直
ニ

シ
・
7
去
フ
愛
憺
常
二
一
ナ
ラ
ズ
現
＝
一
兇
行
五
⊥
ハ
日
前
二
夫
二
向
ヒ
寧
ロ
此
児
ヲ
殺
シ
・
グ
宮
ラ

モ
死
セ
ジ
｝
云
ヒ
・
叱
虫
最
ヲ
被
り
シ
コ
．
手
モ
ア
ジ
キ
Q

　
　
．
幽
晶
繭
ε
妄
想
（
承
虜
y
、
　
、
」
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
・
　
　
ヒ
　
　
．
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七
月
ム
ハ
獄
該
白
兄
ハ
タ
至
誠
剛
二
外
出
シ
時
ヲ
経
ル
モ
繍
岬
男
帯
ザ
ル
ヲ
以
テ
父
ハ
之
ヲ
憤
ソ
其

露
リ
タ
ル
時
モ
屋
内
二
入
ル
ヲ
拒
ミ
タ
レ
バ
患
者
ハ
兇
二
代
ヲ
謝
罪
シ
芦
ヲ
開
キ
タ
入
レ
ン

ト
セ
シ
ニ
該
兇
ハ
雨
中
ナ
ル
ニ
係
ラ
ズ
反
ヲ
奔
逸
セ
シ
ヲ
見
頓
ミ
ニ
憺
悪
ノ
念
出
シ
毛
暫
時

後
壁
其
児
ノ
露
ソ
シ
時
ハ
此
内
ハ
既
二
方
フ
快
ク
之
二
夕
食
ヲ
與
へ
且
同
夜
ハ
．
午
睡
二
就
プ

苦
慮
ス
ル
事
ナ
ク
安
眠
セ
ジ
翌
朝
眼
隅
隅
メ
シ
時
ハ
爾
何
等
異
心
ナ
カ
ジ
シ
が
夫
及
長
男
が
例

ノ
如
ク
参
事
セ
シ
後
モ
該
毘
ハ
臥
床
二
在
ソ
之
が
爲
二
尊
朝
食
ヲ
準
備
セ
シ
ニ
不
圓
其
顔
ヲ

h
兄
ル
や
此
ク
腕
翫
日
晒
シ
ジ
復
或
ハ
他
家
二
累
ヲ
及
ス
ア
ラ
レ
ヲ
慮
ヲ
此
憂
ヲ
繕
…
｝
ケ
ン
ヨ
リ
ハ

寧
望
外
ヲ
我
手
州
浜
シ
後
添
ラ
モ
之
二
殉
ズ
〃
ノ
勝
レ
ル
ニ
如
カ
ズ
ト
思
考
シ
家
族
ノ
不
在

ナ
ル
ト
児
ノ
睡
レ
ル
ト
ヲ
好
機
ト
爲
シ
午
前
八
時
頃
兵
兇
帯
ヲ
児
ノ
頸
玉
纒
ヒ
絶
命
セ
シ
メ

後
其
屍
ヲ
己
レ
ノ
傍
八
事
キ
此
墾
ヲ
電
話
ニ
ラ
斜
面
急
報
セ
ン
ト
セ
シ
モ
叱
責
ヲ
被
ル
コ
ト

ノ
一
刻
“
＝
7
モ
渥
カ
ラ
ソ
ヲ
欲
シ
グ
之
ヲ
，
止
メ
タ
ン
此
ク
・
グ
死
単
二
饗
ス
ル
愛
惜
ノ
念
ハ
毫

モ
蒲
池
ラ
ズ
シ
グ
後
事
ノ
露
理
二
幅
強
手
シ
室
丙
一
ヲ
整
理
シ
家
且
ハ
、
一
被
服
ノ
一
部
ハ
之
ヲ
士
買
却
・
シ
、
後

朝
ク
書
食
ヲ
喫
シ
タ
ル
が
己
レ
ハ
警
察
署
二
赴
ク
ペ
キ
身
ナ
ル
ヲ
以
テ
夫
ノ
相
談
相
手
ト
ナ

サ
ン
が
爲
故
郷
二
在
ル
親
戚
ヲ
迎
ヘ
ン
ト
・
グ
自
ラ
電
招
シ
遡
源
客
人
ノ
欝
二
肴
ヲ
購
ヒ
露
り

口
没
頃
佛
玉
稿
燈
明
ヲ
黙
ジ
ラ
訣
別
ノ
意
ヲ
表
セ
ル
折
柄
長
男
餅
宅
セ
リ
暫
時
ノ
後
患
者
ハ



　
　
其
児
ヲ
絞
殺
セ
シ
ヲ
語
ゲ
シ
ニ
長
男
一
驚
キ
悲
ミ
タ
ソ
此
二
於
ブ
無
残
ノ
行
爲
ナ
リ
シ
ヲ
悟

　
　
ソ
シ
が
樹
未
ダ
悲
痛
ノ
雪
解
デ
ズ
長
男
熟
臥
庫
ヲ
展
ベ
グ
患
者
ヲ
入
ラ
シ
艦
影
ソ
後
夫
蹄
ジ

　
　
來
ソ
タ
レ
バ
患
者
ハ
之
工
警
察
署
二
禽
首
ス
ベ
シ
｝
云
ヒ
シ
が
止
メ
ラ
レ
タ
ソ
然
レ
ド
モ
事

　
　
彫
心
人
ノ
知
ル
虚
ト
ナ
ソ
其
後
近
隣
ノ
モ
ノ
及
警
官
來
ツ
タ
ジ
共
時
患
者
ハ
今
夜
モ
爾
我
家

　
　
　
ニ
プ
明
シ
度
シ
ト
ノ
未
練
出
シ
が
已
二
警
察
署
二
引
致
セ
う
ど
ス
後
半
メ
タ
死
児
ヲ
燭
ム
ノ

　
　
帯
出
デ
兇
行
當
時
二
於
ヲ
思
ヲ
観
ス
能
州
ザ
リ
シ
ヲ
悔
ミ
入
監
後
田
ヲ
経
ル
ニ
從
テ
釜
愛
憐

　
　
ノ
情
加
バ
リ
同
月
十
五
日
頃
ニ
ハ
胸
中
此
念
ノ
ミ
ニ
テ
満
タ
テ
ル
・
二
至
レ
ソ
Q

　
　
即
ち
此
例
に
於
き
ま
し
て
は
兇
行
の
當
日
も
心
静
か
に
後
の
事
を
ば
整
然
ご
矯
理
し
ま
し
、
て

　
爾
夫
の
相
談
相
手
に
ご
て
國
元
か
ら
親
戚
の
者
を
呼
び
迎
へ
其
食
事
の
用
意
を
致
し
ま
し
た
庭
・

　
な
ご
醸
し
も
取
聞
し
た
事
な
く
叉
夫
よ
り
叱
ら
れ
る
の
を
懊
れ
る
心
も
あ
り
愈
々
警
察
署
に
引

　
致
せ
ら
る
・
に
は
残
る
夫
や
子
に
名
残
を
惜
し
む
な
ざ
家
族
や
他
人
に
樹
す
る
心
持
や
仕
向
方

　
に
重
て
は
殆
ん
ご
普
通
の
入
ご
同
様
で
あ
り
ま
す
の
に
只
我
手
に
懸
け
た
死
闘
に
樹
し
て
の
愛

　
．
情
丈
は
途
に
其
日
中
少
し
も
蓮
ら
な
ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
元
郷
此
患
者
の
如
き
憂
鰐
症
で
は
精

　
紳
活
動
範
閨
の
狼
少
を
即
す
も
の
で
あ
り
ま
す
が
本
甲
で
は
限
局
的
に
日
は
“
親
子
間
の
本
能

臨
　
ビ
い
ふ
べ
き
も
の
に
基
け
る
精
…
紳
作
用
に
障
擬
が
あ
っ
た
も
の
だ
ご
見
ら
れ
る
の
で
す
、
．

　
　
　
　
　
欝
劇
ε
妄
想
（
獄
箭
）
．
、
・
・
、
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此
を
見
ま
し
て
も
本
能
の
病
的
謡
歌
か
ら
言
忌
行
動
の
現
は
れ
る
事
が
あ
る
ご
云
へ
る
ピ
思

ひ
ま
す
捉
本
能
を
自
家
保
存
ご
種
保
存
と
め
二
種
目
大
別
す
る
は
明
の
事
で
あ
っ
て
而
し
て
前

者
に
は
省
直
接
ご
間
接
の
二
麺
あ
り
ま
し
て
其
間
接
の
も
の
、
中
に
群
集
を
形
成
し
て
る
動
物

で
は
群
集
的
本
能
が
現
は
れ
ま
す
群
集
的
本
能
に
も
色
、
々
の
見
方
が
御
座
り
ま
し
や
う
が
私
は

只
李
た
《
其
著
明
な
る
例
を
ば
彼
の
雁
の
生
活
に
取
ら
う
ご
思
ひ
ま
す
本
邦
で
は
秋
に
な
り
ま

す
ご
北
か
ら
來
ま
す
の
は
元
來
は
直
接
の
自
を
保
存
、
帥
ち
よ
り
よ
き
季
候
を
選
ぶ
が
爲
め
で
あ

り
ま
．
し
ゃ
う
が
一
定
の
列
期
ち
雁
行
を
な
し
て
渡
る
の
は
群
集
的
本
能
に
基
く
る
も
の
こ
云
は

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
帥
ち
其
一
群
を
爲
す
も
の
が
互
に
連
れ
た
り
連
れ
ら
れ
た
り
す
る
の
で
列
を

形
成
す
る
の
で
あ
り
ま
す
術
此
の
如
く
目
立
た
群
集
生
活
を
爲
さ
な
い
動
物
で
め
つ
て
も
爾
ヌ

入
類
で
あ
っ
て
も
其
間
に
一
定
の
秩
序
を
保
有
し
で
る
も
の
は
矢
張
此
群
集
本
能
か
ら
で
あ
り

ま
し
ゃ
う
出
れ
の
み
な
ら
す
人
間
就
會
に
あ
る
善
悪
の
標
準
の
如
き
も
之
に
因
る
も
の
で
あ
り
。

ま
し
や
う
既
に
汽
イ
ッ
シ
エ
．
一
も
其
道
徳
の
血
統
な
る
著
書
中
に
「
利
己
、
非
利
己
こ
い
ふ
反
勤
が
漸

次
人
間
の
良
心
よ
り
萌
え
出
し
た
…
…
…
…
此
反
樹
の
事
に
啄
を
誤
る
、
も
の
は
私
の
一
家
言
に

從
へ
ば
群
集
本
能
で
あ
る
］
こ
い
ふ
て
居
り
ま
す
Q

　
此
言
か
ら
も
分
う
ま
す
通
り
道
徳
の
標
準
に
就
て
は
個
人
を
超
越
し
て
る
要
素
が
必
要
で
す



が
吾
々
・
共
が
相
互
劇
界
の
行
動
に
明
し
て
の
適
當
な
る
判
断
に
は
矢
張
同
種
の
要
素
が
無
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
而
し
て
此
個
人
相
互
間
の
關
係
を
保
有
せ
し
む
る
も
の
は
取
り
も
霞
さ
す
其
源

を
群
集
本
能
に
悪
し
て
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
從
て
若
し
群
集
本
能
に
陥
敏
が
あ
b
ま
す
ご
叡

智
界
に
於
き
ま
し
て
は
入
声
相
互
間
の
行
動
の
劉
断
上
に
．
誤
の
出
づ
べ
き
は
當
然
で
あ
り
ま
す

叉
多
く
の
人
間
に
は
自
己
保
有
の
必
要
上
恐
怖
を
起
さ
せ
る
も
の
は
其
本
人
に
勤
し
て
の
意
義

重
大
で
あ
り
ま
す
か
ら
病
的
に
も
追
跡
妄
想
を
見
る
窮
合
が
頚
際
に
多
い
の
で
す
而
し
て
此
の

如
き
考
を
訂
正
す
る
に
必
要
弱
る
要
素
が
訣
け
て
居
る
爲
に
弗
訂
正
性
の
あ
る
の
も
自
然
の
事

で
又
装
歓
け
て
る
も
の
が
個
人
間
に
於
て
自
他
を
同
一
慣
す
る
要
素
で
す
か
ら
此
の
如
き
人
格

者
の
懐
抱
し
て
る
妄
想
の
弗
透
徹
性
を
特
徴
ご
す
べ
き
筈
で
あ
り
ま
す
。
（
未
，
完
㌔
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喜
劇
虐
妄
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（
承
前
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